
北海道臨床工学技士会会誌 (2009.07) 19号:82～84.

シリンジポンプのバッテリーの点検方法と動作時間

山崎 大輔, 下斗米 諒, 天内 雅人, 本吉 宣也, 南谷 克明,  
宗万 孝次, 与坂 定義, 菅原 時人, 平田 哲



丁字韓一

蕊騨零譲是蕊

が表示される（図２）。
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２００８年８月、９月に定期点検を実施したニッ

カドバッテリ「８N-600mAh」搭載のシリンジポ

ンプ合計５１台（表１）、ニッカドバッテリ対応充

放電器シャインテクニカ社製｢ＤＥＬＣＯＭＥＸＰⅢ」

１台(図１）。この充放電器は充電から放電まで自

動化され、バッテリ容量、放電時の平均電圧など
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１．はじめに 表１対象の内訳
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輸液ポンプ、シリンジポンプのバッテリについ

て、当院では1992年に放電器を使用してバッテ

リ容量の測定を行い、点検方法の検討を始めたり。

1996年には当院とシヤインテクニカ社共同で充

電から放電まで自動化されたニッケルカドミウム

２次電池（以下ニッカドバッテリ）専用充放電器

を作成した。１９９９年、輸液ポンプ、シリンジポン

プの中央管理開始とともに、この充放電器を使用

した６ヶ月毎の定期点検を行ってきた2)。また、

バッテリの交換基準についても検討を重ね3)、バ

ッテリ経過年数に加え充放電器から得られた測定

値を利用した当院独自の交換基準4)の作成に至っ

た。２００６年には最新のニッカドバッテリ対応充

放電器１台を導入し、現在は、この装置を用いて

バッテリの点検方法、交換基準についてさらに検

討を進めている。

２００８年１０月の当院保有のシリンジポンプ、輸

液ポンプは合計５５３台、１年間（2007年１０月～

2008年９月）のバッテリ交換件数は７２件、交換

したバッテリの経過年数は平均約４年であった。

これはメーカの交換目安の１．５年から２年を上回

っていた。

当院のバッテリ点検方法はメーカ提示の点検方

法に従わない独自のものであるため、当院の点検

方法に問題はないか、動作時間から検証した。
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図２「ＤＥＬＣＯＭＥＸＰⅢ」の表示画面2．対象
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図１「ＤＥＬＣＯＭＥＸＰｍ」（シヤインテクニカ社）

1）．６ケ月毎の定期点検時に｢ＤＥＬＣＯＭＥＸＰⅢ」

を使用し、当院独自の設定条件（表２）で放電

；

テルモシリンジポンプ

(共通ニッカドバッラリ

'８Ｎ…600ｍＡh：搭載）
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